
人手不足が深刻化するなか、育児や介護を理由に大切な人材を失うことは、重大な経営課題になっています。
本講演では、仕事と育児・介護の両立支援を「制度を整えること」だけで捉えず、誰もが育児・介護等の制約を
抱えながらも働き続け、力を発揮できる職場をどうつくるかという視点から考えます。
働き方改革の支援事例を交えながら、人材の定着と活躍につながる職場づくりのポイントを紹介します。

仕事と育児・介護の
両立支援シンポジウム
～持続可能な組織をつくる～

参加無料 オンライン同時開催

「辞めない会社」は何が違うのか
～育児・介護との両立支援から考える、これからの職場づくり～

Webサイトは
こちら

Webサイトは
こちら

Webサイトは
こちら

Webサイトは
こちら

企業経営者、管理職、人事労務担当者、労働者 等

会場参加 50名、オンライン参加 50名 (申込先着順) 

※お申込みいただいた個人情報は、シンポジウムに関するご連絡など、本事業の目的のみに使用します。
※オンライン参加の方には、メールにて視聴用URLをお送りします。

Webサイト（専用フォーム）よりお申込みください。お申込方法

対　象

定　員

ウインクあいち １３０1会議室
名古屋市中村区名駅4丁目4－38
アクセス:JR名古屋駅桜通口 徒歩5分
　　　　 地下鉄東山線 ユニモール地下街 5番出口 徒歩2分

仕事と育児・介護の両立支援シンポジウム事務局 （県業務委託先:スターキャット株式会社内）　お問い合わせ aichi_ikuji_kaigo@starcat.co.jpメール :

開 催 内 容

2026

木
13：30～16：00
（13：00開場）

12
3

開催場所

基 調 講 演
講師
株式会社ワーク・ライフバランス執行役員

松久 晃士 氏 （まつひさ こうじ）

40社以上の働き方改革プロジェクトを支援し、1万名以
上のビジネスパーソンに働き方改革のアドバイスを提供。
企業・行政等において、仕事と育児・介護の両立支援をテ
ーマとした研修・セミナーを多数実施するほか、父親学級
の講師として男性の育児参画も支援している。内閣府・国
土交通省・長崎大学・警察組織をはじめ、中央省庁や自
治体、研究機関など幅広い組織の支援実績を持つ。

パネルディスカッション
松久 晃士 氏
○株式会社 丸天産業
　（卸売業・小売業）

○育児と介護を同時に行う
　ダブルケアラー 当事者

テーマ

第１部

第2部 コーディネーター
パネラー


